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基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その教育の目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒

業（修了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成しようとする人材像等につい

て，その達成状況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

 

（観点に係る状況） 

＜準学士課程＞ 

 教育目標を達成するために必要なカリキュラム編成（前出資料５－１－①－15～20）がなされてお

り，そのカリキュラム編成に従って開講されている科目（一般科目 82 単位，専門科目 95 単位（とも

に最大））のうち，卒業に必要な単位数は一般科目 75 単位以上（89％以上），専門科目 82 単位以上

（86％以上）を修得することが卒業要件の一つとなっている（前出資料５－４－①－２）。また，平

成 19 年度以降入学者については，全ての必修科目を修得していることを卒業要件に加えている。各

学年における必修科目の割合は，学科により多少の差はあるが、平均して１学年で 94 ％，２学年で

93％，３学年で 96％，４学年で 86％，５学年で 49％と，全体的に高い割合となっている。このこと

から，卒業要件を満たすことが，学生が卒業時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等に

ついて目標を達成することを保証するものとなっている。また，卒業研究指導教員による日常的な指

導の中での質疑応答や観察から，卒業研究の成績評価の基準（資料６－１－①－１）に沿って目的の

達成度を把握・評価している。それに加えて本校では，５つの学習教育目標に照らして，３学年と５

学年において「学生による学習到達度自己評価」（資料６－１－①－２〜５），４・５学年において

「教員側から見た学生の学習到達度評価」（資料６－１－①－６，７）を実施し達成状況を把握して

いる。これらの達成度評価は教務主事・主事補，教務委員からなる小委員会で実施している（資料６

－１－①－８）。 

＜専攻科課程＞ 

専攻科課程においては，専攻科企画運営委員会メンバーが，各科目の教育目標達成度の評価基準と

評価方法について，各教科担当教員を支援している。また，学生の教育目標達成度は，定められた項

目ごとに学生便覧に明記され、提示されている（資料６－１－①－９）。さらに教育目標別の達成度

は研究指導報告書にて指導教員から学生に周知されている（資料６－１－①－10）。 
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資料６− １− ①− １ 

卒業研究の成績評価の基準（物質工学科の例） 

評価項目 A 「調査をふまえた上で問題解決に向けた適切な実験計画を自主的にたてることができる」 

90-100 点 調査をふまえた上で適切な実験計画を自主性を持って計画することができ，その能力は極めて高く，学会発表ができる 

レベルに達している． 

80-90 点 調査をふまえた上で適切な実験計画を自主性を持って計画することができ，その能力は極めて高い． 

70-80 点 指導教員の指導と助言のもと，ほぼ適切な実験計画を自主性を持って計画することができる． 

60-70 点 実験計画を自主性を持って計画する能力は決して高くなく，指導教員による多くの修正や問いかけが必要ではあるが， 

実験を遂行するのに必要な程度の計画能力は持つ． 

60 点未満 実験を遂行するのに必要な程度の実験計画能力を有しない． 

 

評価項目 B 「適切な作業量を継続的にこなすことができる」 

90-100 点  1 年を通じて，常に適切な作業量をねばり強くこなすことができ，かつ，自主的にかつ計画的に自らの作業量を 

 管理することができ，その結果，得られる結果学会発表が出来るレベルである． 

80-90 点  1 年を通じて，常に適切な作業量をねばり強くこなすことができ，かつ，自主的にかつ計画的に自らの作業量を 

 管理することができる． 

70-80 点 1 年を通じて，ほぼ適切な作業量をこなすことができ，自らの作業量を管理することができる． 

60-70 点 1 年を通じた作業量にムラが見られ，自らの作業量を管理する能力も高くないが，実験の遂行に影響のない程度である． 

60 点未満 実験を遂行するのに必要な程度の作業量が行えず，研究を遂行するのに必要な作業量を管理する能力も有しない． 

 

評価項目 C  「作業内容と作業量に対してふさわしい結果を得ることができるか」 

90-100 点 作業内容と作業量に対してふさわしい結果を得ることができ，得られた結果の質も極めて高く，学会発表が 

できるレベルである． 

80-90 点 作業内容と作業量に対してふさわしい結果を得ることができ，得られた結果の質も極めて高い． 

70-80 点 作業内容と作業量に対してほぼふさわしい結果を得ることができる． 

60-70 点 作業内容と作業量に対して得られた結果は決してふさわしいものではないが，研究をまとめるにあたって支障が 

ない程度の結果を得ることができる． 

60 点未満 量，質ともに研究をまとめるにあたって支障がない程度の結果を得ることができない 

 

評価項目 D  「適切なプレゼンテーション能力とコミュニケーション能力を有しており，質問に対する適切な回答ができるか」 

90-100 点 プレゼンテーション能力とコミュニケーション能力が極めて高く，質問に対しても適切な回答ができる． 

学会発表が可能な知識を持つ． 

80-90 点 プレゼンテーション能力とコミュニケーション能力が極めて高く，質問に対しても適切な回答ができる． 

70-80 点 適切なプレゼンテーション能力とコミュニケーション能力をもち，質問に対しても適切な回答ができる． 

60-70 点 結果を伝えるのに必要な最低限のプレゼンテーション能力とコミュニケーション能力を持ち，質問に対しても 

受け答えができる 

60 点未満 結果を伝えるのに必要なプレゼンテーション能力とコミュニケーション能力を有しない． 

 

（出典 物質工学科卒業研究配布資料） 
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資料６− １− ①− ２ 

学生による学習到達度自己評価（３年生） 

 

           ３年生の学習達成度自己評価 

沼津高専の学習・教育目標は以下の通り定められています。 

A 技術者の社会的役割と責任を自覚する態度 

B 自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力 

C 工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力 

D 豊かな国際感覚とコミュニケーション能力 

E 実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢 

 

 沼津高専における、自分の過去３年間の学習成果を振返って、以下の項目に対する自分の達成度

を自己評価し、相当する数字に○印を付けてください。 

   ５・・優れている。 ４・・やや優れている。 ３・・普通。 

   ２・・やや劣る。  １・・劣る。 

 

A 技術者の社会的役割と責任に対する理解  

技術者としての責任感         （ １ ２ ３ ４ ５ ） 

B 自然科学の原理・法則・定理の理解と応用  

物理・数学・化学の学力                （ １ ２ ３ ４ ５ ） 

C 工学技術の基礎的知識に対する理解 

      実習・演習・実験の習熟度       （ １ ２ ３ ４ ５ ） 

D 国際感覚とコミュニケーション能力 

   国語・外国語             （ １ ２ ３ ４ ５ ） 

E 計画的に自己研鑽を継続する姿勢 

   自学自習の姿勢             ( １ ２ ３ ４ ５ ） 

 

F 入学当時の自己の目標に対する現時点での達成度 

    （ １ ２ ３ ４ ５ ） 

 

 

          学 科        氏 名             

 

 

 ４学年からは、JABEE(日本技術者教育認定機構)の審査に合格した「総合システム工学」の教育プ

ログラムに基づいた教科目を学習しますが、３学年までの基礎学力の修得が必須となります。 

未修得の科目を有す学生は早期に修得するよう学力の向上に努めてください。  

 

（出典 学生課作成資料） 
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資料６− １− ①− ３ 

学生による学習到達度自己評価（５年生） 

 

           5 年生の学習達成度自己評価 

沼津高専の学習・教育目標は以下の通り定められています。 

A 技術者の社会的役割と責任を自覚する態度 

B 自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力 

C 工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力 

D 豊かな国際感覚とコミュニケーション能力 

E 実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢 

 

 沼津高専における、自分の５年間の学習成果を振返って、以下の項目に対する自分の達成度を自

己評価し、相当する数字に○印を付けてください。 

   ５・・優れている。 ４・・やや優れている。 ３・・普通。 

   ２・・やや劣る。  １・・劣る。 

 

A 技術者の社会的役割と責任を自覚する態度  

技術倫理、 技術者としての責任感    （ １ ２ ３ ４ ５ ） 

 

B 自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力  

物理・数学・化学の学力、 専門科目の学力 （ １ ２ ３ ４ ５ ） 

 

C 工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力 

      卒業研究の成果、 創造的科目の成果   （ １ ２ ３ ４ ５ ） 

 

D 豊かな国際感覚とコミュニケーション能力 

   国語・外国語              （ １ ２ ３ ４ ５ ） 

 

E 実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢 

   卒業研究の取組み方、 自学自習の姿勢   （ １ ２ ３ ４ ５ ） 

 

F 入学当時の自己の目標に対する達成度     （ １ ２ ３ ４ ５ ） 

 

 

          学 科        氏 名             

 

（出典 学生課作成資料） 
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資料６− １− ①− ４ 

学生による学習到達度自己評価 担任への依頼文書（３年生） 

平成２３年 ２ 月 ８ 日 

３年生クラス担任 各位 

副校長（教務主事） 

 

「学習達成度自己評価」に伴うアンケートについて（依頼） 

 標記のことについて、貴クラスの学生に別紙によるアンケート調査を学年末試験の終了日 2/22（火）

までに実施いただき、調査済みのアンケート用紙を教務係へ提出くださいますよう、よろしくお願い申し

上げます。 なお、「プログラム入学についての予告」も併せて配布願います。  

（出典 学生課作成資料） 

 

資料６− １− ①− ５ 

学生による学習到達度自己評価 担任への依頼文書（５年生） 

平成２３年 ２ 月 ８ 日 

５年生クラス担任 各位 

副校長（教務主事） 

 

「学習達成度自己評価」に伴うアンケートについて（依頼） 

 標記のことについて、貴クラスの学生に別紙によるアンケート調査を学年末試験の終了日 2/22（火）

までに実施いただき、調査済みのアンケート用紙を教務係へ提出くださいますよう、よろしくお願い申し

上げます。 

（出典 学生課作成資料） 

 

資料６− １− ①− ６ 

達成度評価の実施にかかる担任への依頼文 

達成度評価の実施について 

教務主事 

＜目的＞ 

本達成度評価は，卒業時に身につける学力や資質・能力，養成する人材像等に照らした形での教育の成果や効

果を学生による学習達成度評価にもとづいて把握し，評価するために実施するものです。 

  学習・教育目標 

本高専は，学生が以下の能力，態度，姿勢を身につけることを目標とする。 

A. 技術者の社会的役割と責任を自覚する態度。 

B. 自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力。 

C. 工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力。 

D. 豊かな国際感覚とコミュニケーション能力。 

E. 実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢。 
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＜評価方法＞ 

学習達成度評価には，以下の GPA(Grade Point Average)を用います。 

GPA の計算方法  
単位数の合計対象としている科目の

２＋Ｃの単位数４＋Ｂの単位数Ａの単位数 
GPA  

評語 A・・・4 点，評語 B・・・2 点，評語 C・・・1 点，評語 D・・・0 点 

 

＜実施スケジュール＞ 

５月中旬        ４・５年生による成績証明書の標語 A～D の table2A への転記。 

５月 31 日(火)     table2B への入力作業を終え，ファイルを電子メールで後藤まで送ってください。 

６月１日（月）～6 月 17 日（金） 集計（学習・教育目標ごとの GPA の算出） 

 

＜学生による学生達成度評価の際，注意していただくこと＞ 

1. 学生による転記作業は，必ず教室内で実施し，成績証明書を学生が持ち歩くことが無いようにしてく

ださい。（教室内で配布し，転記作業終了後，直ちに回収してください。） 

2. 編入生や留年生および留学生が修得している科目の一部が table2A に記載されていない可能性があり

ます。この場合は，科目名を新たに設けて評語を記載させて下さい。 

3. 「授業科目」が同じでも「学年」が異なる場合があるので，「授業科目」と「学年」の両方を参照し

て転記するよう伝えてください。 

4. また複数の「教育目標」を設定している科目(実験・実習科目および卒業研究)があります。その場

合，「教育目標」の数だけ評価の記入欄が設けられていますので，全ての評価の記入欄に同じ「評語

(A～D)」を転記させてください。 

 

＜table2B への入力作業について＞ 

入力作業は担任で行っていただきます。ご理解とご協力をお願いします。 

学生による学生達成度評価実施後，table2A(紙ベース)のデータを table2B(エクセルファイル)に入力してくださ

い。table2B のデータは，table2A のデータを元に作成していますので，授業科目の順序は同じです。出席番号順に

授業科目ごとの評語 A～D を「半角」「大文字」で入力してください。エクセルで文字データを数値化する際，「全

角」となっていると 0 と数値化されてしまいます。未受講の欄は何も記入しないでください(空白でお願いします)。

記入漏れの科目については表中に欄を作成願います。 

 

全ての入力を終えたら，「成績証明書の写し」と「table2A」は，学生課教務係に返却してください。 

table2B.xls のファイルは後藤まで電子メールにファイルを添付した形で送ってください。 

 

不明な点については，後藤までお問い合わせください。 

以上，よろしくお願い致します。 

（出典 教務小委員会作成資料） 
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資料６− １− ①− ７ 

達成度評価様式と記入方法（４年生の例） 

 

 

図１ table2A への評語 A～D の転記 

（出典 教務小委員会作成資料） 

 

資料６− １− ①− ８ 

達成度評価にかかる教務小委員会の開催案内 

 

（出典 教務小委員会学内メール） 

00 

高 専 太 郎 
①出席番号と氏名を記入。 

A 

B 

A 

A 

B 

B 

A 

A 

D 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

B 

B 

A 

B 

B 

B 

 

②成績証明書に記載されている評語 A～D を table2A

の「評価」の欄に転記する。 

（記入上の注意） 

１.教育目標が複数ある科目は転記する欄が教育目標

の数と同じ数だけあるので注意して下さい。(教育目

標が複数ある科目は全て同じ評語にして下さい。) 

２.授業科目名が同じで学年が異なる科目もありま

す。この場合は学年毎の評語を転記して下さい。 

３.成績証明書に未記載の科目は空欄にして下さい。 

転記欄を間違えないよう気をつけてください。 
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資料６− １− ①− ９ 

専攻科の教育目標の達成度評価に関する規則（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 平成23年度学生便覧） 
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資料６− １− ①− 10 

研究指導報告書（抜粋） 

 

（出典 学内限定ウェブサイト） 
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資料６− １− ①− 10（続き） 
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資料６− １− ①− 10（続き） 
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（分析結果とその根拠理由） 

＜準学士課程＞ 

本校の教育課程は，本校の目的，教育目標，養成すべき人材像に対応づけて体系化されており，

そのカリキュラム編成に従って開講されている科目（単位）の大多数であるところの必修科目を修

得することが卒業要件の一つとなっている。さらに卒業研究指導や学習到達度評価を綿密に実施す

ることで学生の目的達成状況を把握・評価している。以上のことから，本校準学士課程においては

学生が卒業時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その達成状況を把握・

評価するための適切な取組が行われていると判断できる。 

＜専攻科課程＞ 

学生の教育目標達成度は，その各項目が指導教員によって把握・評価されている。このことから

本校専攻科課程において学生が卒業時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，

その達成状況を把握・評価するために適切な取組が行われていると判断できる。 

 

 

観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時等において学生が身に付ける学力や資質・能力につい

て，学校としてその達成状況を評価した結果から判断して，教育の成果や効果が

上がっているか。 

 

（観点に係る状況） 

 単位取得に関わる成績評価ならびに進級・卒業（修了）認定基準は適切に設定されており（前出資

料５－４－①－２）・（前出資料５－５－①－９），その基準に即して単位認定，進級・卒業（修

了）判定は厳格に行われている。 

（ⅰ）単位取得状況 

本校では準学士課程において，年度内に４回の定期試験（前期中間試験，前期末試験，後期中間試験，

学年末試験）を実施し，学生の学業成績を評価し単位認定を行っている。不認定科目を残して進級し

た場合は次年度に再度学習を促して学力の向上を図り，その後再評価を行っている。学年末で単位認

定されなかった科目の延べ単位数の合計（準学士課程は資料６－１－②－１，専攻科課程は資料６－

１－②－２）を示す。準学士課程においては，年度によるバラつきはあるものの低学年については

年々減少傾向にある。一方，高学年では，低学年に比べその数は多く，５年生では年々増加傾向にあ

る。高学年では選択科目が多くなり，選択した科目に対する修得意識の低下に原因があるものと思わ

れる。平成 19 年度以降の入学者については，全ての必修科目を修得していることが卒業要件に加わ

ったため，この傾向は改善されると考える。総修得可能単位数に対する不認定科目単位数の割合は，

例えば，準学士課程では平成 22 年度の５年生で 1.0％，専攻科課程では，平成 22 年度で 2.2％であ

り，その割合は小さく単位取得状況は良好であると判断する。 
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資料６− １− ②− １ 

不認定単位数（準学士課程） 

 平成 22年度 平成 21年度 平成 20年度 平成 19年度 平成 18年度 

１年 50 92 24 51 119 

２年 126 108 108 179 179 

３年 175 200 187 259 278 

４年 200 350 281 400 230 

５年 331 285 257 243 152 

合計 882 1035 857 1132 958 

（出典 学生課作成資料） 

 

資料６− １− ②− ２ 

不認定単位数（専攻科課程） 

 平成 22年度 平成 21年度 平成 20年度 平成 19 年度 平成 18年度 

不認定科目

単位数 
36 63 63 31 21 

（出典 学生課作成資料） 

（ⅱ）留年者および退学者数 

近年の留年者及び退学者数（準学士課程は資料６－１－②－３，専攻科課程は資料６－１－②－４）

は，年度による変動は大きいが，準学士課程における大きな傾向として平成 21 年度までは増加傾向

にあったが，平成 22 年度には減少に転じた。平成 21 年度より開始した 1 学年における数学補習及び

低学年の学習相談等の学習支援の成果が現れてきたものと判断する。 

 

資料６− １− ②− ３ 

留年・退学者数（準学士課程） 

 平成 22 年度 平成 21年度 平成 20年度 平成 19年度 平成 18年度 

留年者

（人） 
33 49 18 43 24 

退学者

（人） 
25 29 28 18 21 

（出典 学生課作成資料） 
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資料６− １− ②− ４ 

留年・退学者数（専攻科課程） 

 平成 22年度 平成 21年度 平成 20 年度 

留年者数（人） 2 5 4 

退学者数（人） 2 0 3 

（出典 学生課作成資料） 

 

（ⅲ）学業成績状況 

学年末試験の平均値の推移（準学士課程は資料６－１－②－５，専攻科課程は資料６－１－②－６）

によると，準学士課程では 100 点満点で約 78 点と高い水準が維持されている。専攻科課程の平均値

は資料６－１－①－３による教育目標の達成度評価に関する規則に則って算出した GPA の平均値で示

したが，最大値が 1.0 であるところ約 0.9 と，やはり高い水準が維持されている。準学士課程５年

生を対象とした「教員側から見た学生の到達度評価」の結果（後出資料６－１－④－２，３），専攻

科課程の教育目標別の達成度（後出資料６－１－④－５）から判断しても教育の効果が上がっている。 

資料６− １− ②− ５ 

学年末試験の平均値（準学士課程） 

 平成 22年度 平成 21年度 平成 20年度 平成 19 年度 平成 18年度 

成績平均点 77.1 77.7 77.7 77.6 77.8 

（出典 学生課作成資料） 

 

資料６− １− ②− ６ 

GPA 評価平均値（専攻科課程） 

 平成 22年度 平成 21年度 平成 20年度 平成 19 年度 平成 18年度 

平均値 0.92 0.91 0.93 0.91 0.88 

（出典 学生課作成資料） 

（ⅳ）資格等取得状況 

本校では技能審査の合格に係る単位修得の認定を行っている（前出資料５－１－②－１４）。このう

ち，TOEIC は割安の受験料で公開テストを受けられる賛助会員の特典を活かし，学生に受験を奨励し

ており（資料６－１－②－７），工業英語検定は本校を会場として受験できるよう団体受験を申請し

て学生への便宜を図っている（資料６－１－②－８）。これらの成果の現れとして，近年の各年度に

おける認定件数（資料６－１－②－９）において，TOEIC 及び工業英検での単位認定件数が比較的多

くを占める（資料６－１－②－10）。これらの成果の現れと判断する。学科により取得難易度の高い

ディジタル技術検定へのチャレンジを推奨し，実際に１級合格者が出る等教育の成果が現れている。 
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資料６− １− ②− ７ 

TOEIC 受験案内 

 

                                  （出典 学内メール） 

 

 

 

 

 

 



沼津工業高等専門学校 基準６ 

404 

資料６− １− ②− ８ 

工業英検の受験案内 

 

（出典 学内メール） 

 

 

 

資料６− １− ②− ９ 

学生の資格取得数（準学士課程） 

 平成 22 年度 平成 21年度 平成 20年度 平成 19年度 平成 18年度 

資格取得数 116 158 217 237 86 

（出典 学生課作成資料） 
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資料６− １− ②− 10 

技能審査合格に係る単位取得の認定について（平成 23 年度前期） 

 
（出典 学生課作成資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学生の学業成績平均点，進級，卒業（修了）時の状況は，年による変動はあるものの，ほぼ毎年

高い水準を保っており，基本的に教育活動は健全に機能しているといえる。ただし，不認定科目数

を一層軽減し，留年や退学をせず課程を修めさせることは重要な課題であり，成果を出しつつある

学内での学習支援や寮生活での学習時間の確保についても一層の改善を検討し続けている。以上の

ことから本校では各学年や卒業（修了）時等において学生が身に付ける学力や資質・能力について，

学校としてその達成状況を評価した結果から判断して，教育の成果や効果が上がっていると判断で

きる。 
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観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や

進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の

成果や効果が上がっているか。 

 

（観点に係る状況） 

 就職率（就職者数を就職希望者数で除した値）及び進学率（進学者を進学希望者数で除した値）は，

準学士課程及び専攻科課程のいずれにおいても極めて高い水準を維持している（準学士課程は資料６

－１－③－１，専攻科課程は資料６－１－③－２）。平成 22 年度の準学士課程卒業生の学科毎の業

種別就職者数（資料６－１－③－３）及び専攻科修了生の業種別就職者数（資料６－１－③－４）か

ら大半の者が該当分野の技術系へ進んでいることから，教育の成果や効果が上がっていると判断でき

る。進学については，平成 22 年度の準学士課程卒業生の進学先大学・学部等（資料６－１－③－

５）及び過去５年間の専攻科修了生の進学先大学院（資料６－１－③－６）から，大半が国公立の理

工系へ進んでいることから，教育の成果や効果が上がっていると判断できる。 

 

資料６− １− ③− １ 

就職率および進学率（準学士課程） 

    平成 22 年度 平成 21 年度 平成 20 年度 平成 19 年度 平成 18 年度 

求人数 （人） 1,370 1,309 2,561 2,606 1,680 

就職希望者数 （人） 87 89 109 78 88 

就職者数 （人） 86 89 109 78 88 

就職率 （％） 99 100 100 100 100 

求人倍率 （倍） 15.7 14.7 23.5 33.4 19.1 

進学希望者数 （人） 99 111 90 113 106 

進学者数 （人） 96 108 88 112 103 

進学率 （％） 97 97 98 99 97 

（出典 学生課作成資料） 

 

資料６− １− ③− ２ 

就職率および進学率（専攻科課程） 

    平成 22 年度 平成 21 年度 平成 20 年度 平成 19 年度 平成 18 年度 

就職希望者数 （人） 17 24 23 9 14 

就職者数 （人） 17 24 23 9 14 

就職率 （％） 100 100 100 100 100 

進学希望者数 （人） 11 9 7 8 10 

進学者数 （人） 11 9 7 8 10 

進学率 （％） 100 100 100 100 100 

（出典 学生課作成資料） 
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資料６− １− ③− ３ 

平成22年度の準学士課程卒業生の学科毎の業種別就職者数 

 

（出典 平成23年度 沼津高専概要p.15） 
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資料６− １− ③− ４ 

平成22年度の専攻科修了生の専攻毎の業種別就職者数 

 

（出典 平成23年度 沼津高専概要p.16） 
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資料６－１－③－５ 

平成22年度の準学士課程卒業生の進学先大学・学部等 

 

（出典 進学のためのガイドブック（平成23年2月）p.36） 
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資料６－１－③－６ 

過去５年間の専攻科修了生の進学先大学院 

 

（出典 平成23年度 沼津高専概要p.16） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 準学士課程，専攻科課程ともに就職率，進学率は極めて高い水準を維持している。卒業（修了）後

の就職先及び進学先も大半の者が本校の目的にかなった方面に進んでおり，本校の教育の成果や効果

が上がっていると判断できる。 
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観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等，学生からの意見聴取の結果から判断して，教育

の成果や効果が上がっているか。 

 

（観点に係る状況） 

毎年１月に準学士課程３年生と５年生を対象に「学生による学習到達度自己評価」を，毎年５月

に準学士課程４・５年生を対象に「教員側から見た学生の学習到達度評価」を実施している。専攻

科では半期毎に専攻科規則集規則補遺－２に規定した（前出資料６－１－①－９）方法で教育目標

の達成度を評価している。 

平成20年度に準学士課程５年生を対象に行った分析結果（資料６－１－④－１）では，学習・教

育目標CとEにおいてGPA３以上の学生が６割近くに達し，学生による学習到達度自己評価とも一致

していた。これに対し，学習・教育目標A，B，Dについては，GPAが３以上の学生は３～４割にとど

まり，学生による学生到達度自己評価で「優れている」と回答している学生の意識と実際の評価で

２割程度の開きがあった。 

平成22年度の調査（資料６－１－④－２）で，学習教育目標AとDは，「優れている」「普通」を

合わせた数値が平成18年度を上回り，一定の成果が認められる。学習・教育目標別のGPA（資料６

－１－④－３）においても上回り，いずれの年度においても 学習・教育目標Bを除いてGPAは高い。 

専攻科では，各教育目標の達成度を0.5以上，総合的達成度を0.6以上と規定している（前出資料

６－１－①－９）。平成22年度の各科目のGPA（資料６－１－④－４）は，ほとんどの教科におい

て平均値が0.7以上の高い数値になっている。また、平成18年度～22年度の教育目標別の達成度

（資料６－１－④－５）は、いずれの年度においても全ての教育目標で0.8以上の高い数値である。 
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資料６－１－④－１  

 
（出典 平成 21 年第１回教員会議資料） 
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資料６－１－④－１続き 

 
（出典 平成 21 年第１回教員会議資料） 
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資料６－１－④－１続き 

 
（出典 平成 21 年第１回教員会議資料） 
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資料６－１－④－２  

教員による学習到達度の比較 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A

B

C

D

E

GPA

39.9

34

55.2

28.6

62.6

38.4

29.6

38.4

33.5

39.4

35.5

45.8

30.5

27.6

11.3

32

2

15.8

教員による学習到達度評価（平成１８年度）

優れている

普通

劣る

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A

B

C

D

E

GPA

41.34 

33.91 

64.84 

34.77 

84.62 

39.65 

36.87 

26.40 

28.05 

40.88 

14.34 

42.35 

20.32 

39.08 

6.51 

23.75 

0.43 

17.39 

教員による学習到達度評価（平成２２年度）

優れている

普通

劣る

 
（出典 平成 18 年度・平成 22 年度学習到達度調査資料） 

 

資料６－１－④－３  

教員による学習到達度の比較 

H18 H22
A 技術者の社会的役割と責任を自覚する態度 2.67 2.69
B 自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力 2.61 2.46
C 工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力 3.05 3.10
D 豊かな国際感覚とコミュニケーション能力 2.53 2.64
E 実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢 3.15 3.44

2.74 2.74GPA

学習・教育目標

 
（出典 平成18年度・平成22年度学習到達度調査資料） 
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資料６－１－④－４ 

学習・教育目標の達成状況（専攻科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学生課作成資料） 
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資料６－１－④－５ 

教育目標毎の達成度評価（専攻科） 

前期後期前期後期前期後期前期後期前期後期
教育目標Ａ 0.91 0.95 0.91 0.92 0.93 0.94 0.94 0.92 0.89 0.88

教育目標Ｂ 0.87 0.93 0.90 0.89 0.91 0.94 0.89 0.88 0.90 0.91

教育目標Ｃ 0.90 0.94 0.90 0.91 0.93 0.92 0.89 0.92 0.90 0.90

教育目標Ｄ 0.90 0.97 0.91 0.92 0.93 0.95 0.90 0.92 0.82 0.86

教育目標Ｅ 0.88 0.94 0.91 0.89 0.91 0.92 0.91 0.91 0.89 0.86

H19 H18

達成状況

H22 H21 H20

 

（出典 学生課作成資料） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学生による学習到達度自己評価の結果は，準学士課程３年生より５年生のほうが高くなる傾向を

示していることから，学年進行に伴って，学校の意図する５つの学習教育目標が学生に周知され浸

透していると判断できる。また，教員による学習到達度評価では，平成18年度より平成22年度の方

が「優れている」「普通」の学生が増加したこと，学習教育目標別のGPA自体も平成22年度の方が

わずかに上昇したことから，効果が上がっていると判断できる。専攻科においても，規則で総合達

成度0.6以上を規定していること，平成22年度の専攻科生の科目別成績においてGPA0.7以上が達成

されていること，および平成18年度～22年度において各年度ともGPA平均値が0.8以上の数値である

ことから効果が上がっていると判断できる。 

 

観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先等の関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付け

た学力や資質・能力や，卒業（修了）後の成果等に関する意見を聴取する等の取

組を実施しているか。また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっ

ているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校では，平成18～21年度の卒業（修了）生を対象に，学校として明確にしている卒業（修了）

時に身に付けるべき学力や資質・能力がどの程度身に付いているか，卒業（修了）後の成果につい

て，アンケート調査を実施している。このほか，卒業（修了）生の就職先に，卒業（修了）時に身

に付けるべき学力や資質・能力がどの程度身に付いているかアンケート調査を実施している。 

就職先企業のアンケート結果（資料６－１－⑤－１〜４），卒業（修了）生によるアンケート結

果（資料６－１－⑤－５〜８）のどちらからも，準学士課程の卒業時に身に付けるべき「コミュニ

ケーション能力」及び専攻科課程の修了時に身に付けるべき「国際的な受信・発信能力」について

はやや低い評価となったが，基礎学力に関する項目（準学士課程の卒業時に身に付けるべき「自然

科学」「工学技術」及び専攻科課程の修了時に身に付けるべき「社会要請に応えられる工学基礎学

力」「工学専門知識の創造的活用能力」）について高い評価を得た。また，卒業（修了）生による

アンケート結果において，総合的満足度の項目で９割近い卒業（修了）生が「十分満足」「ある程
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度満足」と回答しており，中でも準学士課程４年生または５年生および専攻科課程で実施している

インターンシップが卒業後や修了後の進路を考えることに効果的であり（資料６－１－⑤－９〜

11），卒業（修了）生の総合的満足度の向上に寄与していることが示唆された。就職先企業のアン

ケート結果においても９割以上の企業が「普通」以上の高い評価をしている。 

 

資料６－１－⑤－１  

調査対象となった本科卒業生と専攻科修了生の職種 

7%

36%

24%

7%

18%

9%

本科卒業生の仕事（職種）

研究職

設計・開発職

製造技術職

製造ラインスタッフ

技能職

その他

10%

34%

24%

7%

15%

10%

専攻科修了生の仕事（職種）

研究職

設計・開発職

製造技術職

製造ラインスタッフ

技能職

その他

 
（出典 求人企業による本科卒業生と専攻科修了生に対するアンケート） 

 

資料６－１－⑤－２  

本科卒業生と専攻科修了生を大学学部卒業生と比較 

10%

31%

51%

8%

0%

本科卒業生の実力（能力）

とても高い

少し高い

同じ

少し低い

とても低い

14%

32%50%

5%

0%

専攻科修了生の実力（能力）

とても高い

少し高い

同じ

少し低い

とても低い

 
（出典 求人企業による本科卒業生と専攻科修了生に対するアンケート） 

 

資料６－１－⑤－３  

本科卒業生と専攻科修了生の管理職・非管理職の割合 

45%

55%

本科卒業生の管理職の有無

管理職

非管理職

25%

75%

専攻科修了生の管理職の有無

管理職

非管理職

 
（出典 求人企業による本科卒業生と専攻科修了生に対するアンケート） 
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資料６－１－⑤－４  

本科卒業生と専攻科修了生の評価 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(a) 倫理観
(b) 工学基礎力

(c) 応用力
(d) 専門的能力

(e) 創造力
(f) 国際感覚

(g) コミュニケーション力
(h) 自己啓発の姿勢

(i) 実践力
(j) 指導力
(k) 責任感

本科卒業生の評価

とても良い

良い

普通

悪い

とても悪い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(a) 倫理観
(b) 工学基礎力

(c) 応用力
(d) 専門的能力

(e) 創造力
(f) 国際感覚

(g) コミュニケーション力
(h) 自己啓発の姿勢

(i) 実践力
(j) 指導力
(k) 責任感

専攻科修了生の評価

とても良い

良い

普通

悪い

とても悪い

 
（出典 求人企業による本科卒業生と専攻科修了生に対するアンケート） 

 

資料６－１－⑤－５  

本科卒業生と専攻科修了生のアンケート対象者の学科構成 

機械工学科, 

28.8%

電気電子工学

科, 17.3%電子制御工学

科, 5.8%

制御情報工学

科, 19.2%

物質工学科, 

30.8%

学科構成

機械・電気シス

テム工学専攻, 
38.5%

制御・情報シス

テム工学専攻, 
38.5%

応用物質工学

専攻, 23.1%

専攻学科構成

 
（出典 本科卒業生向けアンケートおよび専攻科修了生向けアンケート） 

 

資料６－１－⑤－６  

本科卒業生と専攻科修了生のアンケート対象者の業種 

機械・輸送

機器, 20.4%

建設, 0.0%

電気機器, 

8.2%

電力・電気

設備, 6.1%

コンピュータ・

情報機器, 

2.0%
化学工業, 

16.3%

繊維・材料, 

8.2%

官公庁・公益

法人, 2.0%

学校・教育, 

20.4%

その他, 

18.4%

業種
機械・輸送

機器, 15%

建設, 0%

電気機器, 

31%

電力・電

気設備, 

0%

コンピュータ・

情報機器, 23%

化学工

業, 15%

繊維・材料, 0%

官公庁・公

益法人, 0%

学校・教育, 
15%

その他, 0%

業種

 
（出典 本科卒業生向けアンケートおよび専攻科修了生向けアンケート） 
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資料６－１－⑤－７  

本科卒業生と専攻科修了生のアンケート対象者の職種 

研究・開発, 

25.0%

設計・計画, 

6.3%
製造･生産技

術･生産管理, 
52.1%

販売・営業, 

4.2%

行政・サービ

ス・教育, 14.6%

職種

研究・開発, 

46%
設計・計画, 

31%

製造･生産技

術･生産管理, 
15%

販売・営業, 8%
行政・サービ

ス・教育, 0%

職種

 
（出典 本科卒業生向けアンケートおよび専攻科修了生向けアンケート） 

 

資料６－１－⑤－８  

本科卒業生と専攻科修了生の本校の教育に対する満足度 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

技術者倫理

自然科学

工学技術

コミュニケーション能力

自己研鑽

総合的満足度

十分満足

ある程度満足

どちらとも言えない

すこし不足

全く不足

0% 20% 40% 60% 80% 100%

工学倫理の自覚と多面的考察力

社会要請に応えられる工学基礎学力

工学専門知識の創造的活用能力

国際的な受信・発信能力

産業現場における実務への対応能力

自己研鑽を継続できる能力

総合的満足度

十分満足

ある程度満足

どちらとも言えない

すこし不足

全く不足

 
（出典 本科卒業生向けアンケートおよび専攻科修了生向けアンケート） 

 

資料６－１－⑤－９  

本科卒業生と専攻科修了生のインターンシップに対する意識 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

将来の職業を考える上で役立ちましたか？

専門教育の勉学意欲を引き出す効果があった

と思いますか。

大いに役立った, 
42.9%

大いに役立った, 
21.4%

かなり役立った, 
28.6%

かなり役立った, 
42.9%

どちらとも言えな

い, 28.6%

どちらとも言えな

い, 28.6%

あまり役立たな

かった, 3.6%

あまり役立たな

かった, 10.7%

本科卒業生

0% 20% 40% 60% 80% 100%

将来の職業を考える上で役立ちました

か？

専門教育の勉学意欲を引き出す効果が

あったと思いますか。

大いに役立った, 
31%

大いに役立った, 
15%

かなり役立った, 
54%

かなり役立った, 
46%

どちらとも言えな

い, 8%

どちらとも言えな

い, 31%

専攻科修了生

 
（出典 本科卒業生向けアンケートおよび専攻科修了生向けアンケート） 
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資料６－１－⑤－１０  

本科卒業生のインターンシップに対する意見 

 インターンシップでは，学校だけでは教わることのできないものを得ることが出来た。 

 ぜひ続けて欲しい。経験できて良かった。 

 インターンシップでお世話になった以降も，未だに出入りして勉強させて頂いている。 

 高専卒としてその企業に入社した場合にどのような受け入れ方をされるのか。という点

が分かるようにインターンシップを行っていただける態勢を整える必要があると思いま

す。大手企業では，高専生向けのインターンシッププログラムが用意されているところ

もありますが，自分の行った企業は，業界大手企業での受け入れのはずが，製造を担当

している子会社に配属され，高専卒として働くことのイメージを掴むことが全く出来ま

せんでした。 

 実際に，受け入れ先の現場では，「高専の人はこんなところには来ないね」といったよ

うなことを言っておられ，高専生としてのインターンシップである意味合いを感じるこ

とが出来ませんでした。 

 即戦力になれる人材育成のためにも，高専生としての受け入れ態勢を整えていただくこ

とが重要だと感じています。 

 ４年生で工場見学に行くけど，３年生で工場見学をしていろいろな職場を見てからイン

ターンシップ先を選んだほうが幅が広がる。 

 インターンシップをやらずに社会人になりましたが，「会社で働く」ということが概念

すらわからず，最初に苦労しました。もっと積極的にインターンシップを推して行った

ほうがいいと思います。 

 全員参加するべきだと考えます。就職せず，進学する人も体験していればためになると

思う。 

 インターンシップは必修単位にしてもいいと思います。 

 よりインターンシップの告知等を増やし，そういった機会を増やしていく必要があると

思います。 

 卒業後編入した大学で研究インターンシップというものに行ったが，これは通常のイン

ターンシップより長期間で密度も濃いものだった。高専でもただ単に職場体験するよう

なインターンシップではなく，目的意識を持ってある程度の期間行ってくるようなもの

にできたらよいと思う。 

 インターンシップでは，自分が興味を持っている企業に行くことができたので，関心を

持って取り組むことが出来ました。そこで出会った企業の方や現場の雰囲気など多くの

情報を吸収することができました。インターンシップでの経験が，今の進路選択に大き

く影響しています。 

  就職希望の進路以外の学生も実施できるようにした方がいいと思います。 

  インターンシップには高専時代行っていないが，大学で行き，インターンシップは行く

べきであると思います。 

 インターンシップでは，自分が将来働くということを，肌で感じることのできるいい機

会でした。 

 仕事の雰囲気を感じ取ったり，仕事に対するイメージがより密度の高いものになれば十

分だと思います。 

（出典 本科卒業生向けアンケート） 
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資料６－１－⑤－１１  

専攻科修了生のインターンシップに対する意見 

  短期（２週間程度）のインターンシップでは，企業にとって損になるだけではなく，学

生と企業の結びつきも作ることができない。インターンシップの期間は少なくとも１か

月以上であるべきだと思う。 

  専攻科生のインターンシップ先は，「①研究室とつながりがある企業」「②将来の就職

先候補として挙げている企業」の２パターンがあると思われる。世間的にはインターン

シップ先は②の企業であることが多いようであるが，専攻科では①の企業に行くパター

ンが多かったと思う。両パターンを別のものとして扱い，②にも参加できる機会があれ

ば良かったと思う。 

 インターンシップは社会勉強としては大変役に立つと思える．ただし，ほとんどが研究

室で割り当てられていたので，もっと自主的に企業が行っているインターンシップにエ

ントリーするべきだと思う。 

  インターンシップ生を募集している企業をもっとわかりやすく，本科生・専攻科生共に

自由に閲覧できる資料室が欲しい。 

  モチベーションの高い学生には，国内だけでなくグローバルな就労体験を実施させても

良いと思う。 

  インターンシップに行くことで社会に出た時，他の会社の雰囲気も知っていることで自

分の会社の評価が相対的に分かっていいです。 

（出典 専攻科修了生向けアンケート） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

卒業（修了）生が在学時に身に付けた学力や資質・能力や，卒業（修了）後の成果に関して卒業

（修了）生および進路先企業からアンケートにより意見を聴取する取り組みを実施しており，その

結果から，本校として期待する教育の成果や効果がおおむね得られている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点）  

専攻科課程において，学生の教育目標の達成は，学生便覧に明記された方法で数値化され、学習

教育目標別の達成度が研究指導報告書にて指導教員から学生に周知されている。 

「学生による学習到達度自己評価」をアンケート形式で３年生と５年生に対して実施し，「教員

側から見た学生の学習到達度評価」を４年生と５年生に対して実施し，教育の成果や効果を把握し

ている。 

就職先企業から基礎学力に関する項目について，高い評価を得ている。また、９割近い卒業（修

了）生が，総合満足度について「十分満足」「ある程度満足」と回答している。 

 

（改善を要する点）  

該当なし。 
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（３）基準６の自己評価の概要 

本校は教育目標を達成するために必要なカリキュラム編成がなされており，そのカリキュラム編

成に従って開講されている科目（単位）の大多数を修得することが卒業要件の一つとなっており，

また学習目標の達成度評価も学生，教員がともに実施しており，その状況を把握・評価しているこ

とから，学生が卒業（修了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その

達成状況を把握・評価するための適切な取組が行われているといえる。また，５年間の集大成であ

る卒業研究については，いずれの学科も卒業論文と卒業研究発表会での内容，そして卒業研究指導

教員による日常的な指導の中での質疑応答や観察から，卒業研究の成績評価の基準に沿って目的の

達成度を把握・評価している。準学士課程および専攻科課程の各科目における評価基準はシラバス

で明文化されており，またその成績評価資料や卒業研究報告書は適切に保管されている。 

専攻科課程においては，専攻科企画運営委員会が定期的に開催・運営され，各科目の教育目標達

成度の評価基準と評価方法について，各教科担当教員を支援している。また，教育点検の結果に基

づき，本プログラムの教育目標の達成度の評価基準と方法等に関しての改善案を策定し，専攻科担

当（プログラム）教員会議に提案する活動を行っているので教育目標の達成状況を把握・評価する

ための取組みは適切である。 

就職率や進学率は高い水準を維持していることや就職先企業，卒業（修了）生を対象にして実施

したアンケート結果でも高い評価を受けていることから，本校の教育の成果や効果が上がっている。 
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